
（１）学校経営 （２）学習指導 （３）進路指導

①高いコンプライアンスを有する教職

員集団を育成し、生徒･保護者の信頼を

高める。

②様々な学校 課題 を 横断的に検討

し、教育活動の改善や 工夫・ 提案など

を 行う 。

③ ICT 機器 等を 活用 し 会議等の効率

的運営と意思決定の迅速化を実施 す

る。

①基礎学力の向上を図り、思考力・判

断力・表現力を養い、卒業後も自ら伸

びていく態度を育む。

②ＰＢＬ（課題解決型学習）を活用し

た基礎・基本の徹底とともに、毎時の

振り返り学習体制を確立する。

③生徒の興味・関心を高めるため、企

業等と連携して、体験活動を多く取り

入れた学習指導を行い、主体的・対話

的な学びとなるよう工夫する。

④動画などの教材を積極的に活用し、

現象などを捉えやすい授業を行う。

⑤少人数授業、補講・補習を充実させ

ることで、生徒にとって「分かる授

業」を確実に実践する。

①進路実現に向けて、「進路指導重点

主義」の推進を図るとともに、荒工

キャリアノート（本校独自教材）を活

用した３年間を通したキャリア教育を

実施し、生徒の進路実現に取り組む。

②学年ごとでの目標（１年：働くとは

２年：職業選択　３年：企業選択）か

らガイダンスやハローワーク等との連

携による就労支援を生徒の発達段階に

合わせて、適切に実施し、生徒の自己

表現とともに社会参画意識の向上を図

る。

令和５年度東京都立荒川工科高等学校全日制課程

１目指す学

校像

「進路指導重点主義」を教育理念とし、基礎的・基本的な知識・技術及び規範意識をもって自らの発言や行動を律するこ

とができる力を基盤として、ものづくりの楽しさを感じ、働くことの意義を理解し、様々な問題や課題の解決を図ること

ができる人材を地域・社会との連携も活用して育成する。

【進路指導重点主義】①意欲的に進路選択ができる。②暮らしの中での課題に気付くことができる。③協働しながら目的

を達成することができる。
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校内組織を活性化し１人ひとりが意欲

的に取組める環境を実現する。

(ア)企画調整会議での学校経営計画の理

解浸透や分掌間の調整能力を高め、学

校運営の適正管理、必要方策の検討と

実施を行う。

(イ)主幹会議を機能させ、本校での教育

課題に積極的に対応する。

(ウ)「TOKYO P—TECH」によるIT人材

育成のためのプログラムの計画的・継

続的な指導の推進。

(エ)経営企画室は、経営的視点に立った

経営計画を策定し執行する。

(オ)校務を組織化し、業務の分散化を行

う。

(カ)組織的なOJTによる人材育成を行

う。

(キ)ライフ・ワーク・バランスの改善に

取り組む。

(ク)コミュニケーションを活発に行い、

職員間の円滑な意思疎通を図る。

学習指導の充実・工夫（学校評価アン

ケート生徒の授業満足度８０％以上）

（ア）ＰＢＬ（課題解決型学習）を推

進し、授業改善を図るとともに、生徒

の学習成果の発表の場を確保する。

（イ）企業等との連携を推進するとと

もに「TOKYO　P-TECH」事業を確実

に実施する。

（ウ）基礎的・基本的な学力の定着を

図るため、個に応じたきめ細かな指導

を推進する。

（エ）生徒の興味・関心を効果的に高

めるため、ＩＣＴ機器を積極的に活用

する。

（オ）読書週間を設定し、本に親しむ

習慣を身に付けさせる。（不読率５

０％以下）

（カ）ＪＥＴプログラムを活用し、英

語に親しむ授業を実践する。

（キ）課題研究発表会におけるプレゼ

ンテーション能力の向上を図る。

（ク）外部機関と連携した主権者教

育・消費者教育等の充実を図る。

（ケ）一人１台端末の利活用ととも

に、オンラインでの学習支援体制の充

実と授業の実践

（コ）「３人一組授業研究」の取組推

進とともに、各教科の授業改善の取組

の共有化を図る。

進路指導の充実・工夫（学校評価アン

ケート生徒の進路指導満足度８０％以

上）

（ア）ハローワークや各企業と連携

し、組織的・計画的なキャリア教育を

推進する。

（イ）荒工キャリアノート（本校独自

教材）を活用し、３年間を通した進路

指導を実施する。

（ウ）第２学年全生徒対象にインター

ンシップを実施し、自分の適性を知る

機会とする。

（エ）専門的な技術・技能の習得、免

許・資格の取得、各種検定の合格を目

指す。

（オ）各教科において「進路指導重点

主義」の取組を授業内に位置付け実施

する。
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重点目標
方策及び具体
的な取組

数値目標

企業等との
「知の連携」
を推進

授業内におけ
る企業等との
連携指導

各科３回以
上　計９回

個に応じたき
め細かな指導

学力不振中
途退学者０

生徒理解を目
的のケース会
議実施

各学期１回
以上実施

ＩＣＴ機器等
を活用した授
業の実施

各教科計画
的に実施

教師道場、研
究員制度、若
手教員研修を
活用した研究
授業や校内研
修を実施

各学期１回

新しい価値を
創造する力を
育む教育を工
夫・改善して
推進

「課題研究」
「実習」及び
「拠点校実
習」では、科
学的探求力の
育成について
成果をまと
め、主体的・
対話的な深い
学びへとつな
げる。

発表機会を
設定

学校図書館や
新聞教材等を
活用した読解
力の育成

教科横断的に
授業の中で図
書館や新聞教
材を活用した
調べ学習を実
施する。

不読率を５
０％以下

より良い生き
方を主体的に
選択して行動
する力の育成

地域や関係機
関と連携し、
教科「人間と
社会」の指導
内容・方法を
工夫改善

各章発表会
の実施

英会話コミュ
ニケーション
能力の育成

基礎的な学習
を繰り返し、
英語に対する
苦手意識を払
しょくさせ
る。

英検受験者
１０名以上

〇　学習課題の把握と授業力の向上

生徒の基礎学
力を把握

授業改善の組
織体制を構築

重点目標
方策及び具体
的な取組

数値目標

生徒一人一人
の進路希望を
把握する。

進路決定率１
００％

生徒一人一人
の能力を引き
出す就労支援

就職決定率１
００％

外部講師を招
聘し、社会人
としてのマ
ナーやコミュ
ニケーション
能力を高め
る。

１回以上実施

第２学年でイ
ンターンシッ
プを実施す
る。

１人１社以上
参加

工業系、電気
系大学と連携
した出前講義

１回以上実施

企業と連携し
た進路ガイダ
ンス実施

年１回以上

電気工事士
（第一種、第
二種）

１５名以上

工事担任者
（第二級デジ
タル通信、第
二級アナログ
通信等）

５名以上

英語検定への
受検

１０名以上

数学検定への
受検

１０名以上

情報技術検定
への受検

５０名以上

各種制度の認
定

ジュニアマイ
スター顕彰制
度

各科１名以上

〇　キャリア教育の充実と免許・資格の取
得・合格

生徒一人ひと
りの適性に応
じた進路希望
の実現

国家資格の合
格

各種検定

重点目標
方策及び各資
格・検定

数値目標

服務事故防止
研修

年３回以上

個人情報管理
徹底を目的と
した校内研修

年２回以上

定時制課程と
の協働連絡会

随時

地域とのパー
トナーシップ
の確立

都立学校開放
事業、東部
オープンフェ
スタ、地域の
南千住祭り、
保育・障がい
者施設等のボ
ランティア活
動

年５回以上

マイクロソフ
トオフィス３
６５の活用

閉庁日の設定
や計画的な年
休取得

課題解決に向
けたチーム力
の向上とチー
ム効力感の情
勢

在校時間月６
０時間超えの
教員ゼロ

ライフ・ワー
ク・バランス
の推進と業務
の効率化

〇　学校課題解決に向けたチーム力の強化



（４）学校生活と健康づくり （５）特別活動 （６）広報活動と地域連携

①挨拶１００％の実現と身だしなみ、

礼儀、ルールやマナーについて、あら

ゆる場面で生活指導を全教員で行

い、社会規範意識の向上を図り、将来

に対して明るい希望を持たせる。

②教育相談体制の充実に向けて、生徒

情報の全体共有体制を図る。

③生徒の健康づくり、安全管理、環境

美化を徹底し、体力向上を図る。

④積極的に社会に参画する人材の育成

を図るため、教科と関係機関が連携し

た体験活動により、消費者教育・主権

者教育を適切に実施する。

①部活動への加入を勧め、良好な人間

関係を構築させるとともに、地域との

関わり、企業等の外部機関との連携を

通して、社会に対する参画意識を高め

る。

②団体行動において協働しながら目的

を達成し、課題解決に行動できる力を

育成する。

③工業科で実施している資格取得、英

語検定、数学検定など積極的に挑戦す

る意欲を高める。

④学校行事や部活動において、日頃の

学習内容を結び付けながら社会性を育

てる。

①本校を志す生徒を増やすため、SNS

等を積極的に活用し、本校の魅力を発

信する。

②募集･広報活動の工夫・改善による

「推薦に基づく選抜及び学力検査に基

づく選抜」の応募倍率の向上を図る。

③教職員による中学校訪問、管理職に

よる学習塾等への訪問による募集対策

を実行する。地域連携を充実・開拓

し、本校の魅力を伝える。

学校経営計画　　　　　　　　 校長　坂田　安永

（１）ミッション：電気・電子・情報技術の技術者として、産業社会を支える人材を育成するため、免許・資格の取得や検定の合格

とともに地域社会や企業等との連携を推進する。

（２）ビジョン：生徒一人一人の進路実現を図るため、新たな時代をたくましく生きていく力として、知・徳・体をバランスよく育

成する学校を目指す。

（３）コミュニケーション：信頼で結ばれた良好な人間関係の構築を図るため、挨拶を励行し、すべての教育活動において協働・交

流を図り、主体的・対話的で深い学びとなる学校を実現する。

生活指導の充実・工夫（学校評価アンケー

ト生徒の生活指導満足度８０％以上）

（ア）全教職員の共通理解を基盤に、生徒

の規範意識向上に向けた指導の徹底を図

る。

（イ）ホームルームを充実させ、ＳＮＳに

よるトラブルを未然に防ぐ。

（ウ）警察署や外部団体との連携を図り、

高校生が事件や事故に巻き込まれないため

の正しい倫理観を身に付ける。

（エ）保護者との信頼を基盤に、粘り強い

指導を積み重ね、遅刻・欠席のない生活習

慣を身につけさせる。

（オ）特別支援コーディネーターと連携

し、生徒情報交換会・校内研修等（通級に

よる指導など特別な支援を必要とする生徒

への対応）・生活支援シートの作成・教育

相談体制の確立（全員面接結果の活用）を

実施する。

健康づくりの啓発

（ア）新型コロナウイルス感染拡大防止の

ガイドラインに基づいた対策をとる。

（イ）学校保健計画に基づき、健康づくり

に関する取組を組織的・計画的に推進す

る。

（ウ）食物アレルギーについての生徒情報

の共有と緊急時体制を整備する。

（エ）体育科と連携し、体力測定の結果等

を活用した生徒への健康支援を実施する。

特別活動・部活動の充実・工夫

（ア）教科「人間と社会」におけるボ

ランティア活動を通して、社会参画意

識の醸成を図り、自己肯定感を高め

る。

（イ）組織的・計画的な「オリンピッ

ク・パラリンピック教育」を実践す

る。

（ウ）集団の一員としての自覚を深

め、帰属感を育てることを目的に、学

校行事への主体的な参加、部活動への

積極的な加入を勧める。

（エ）部活動や学校行事における生徒

の活躍をホームページ等で紹介し、全

校生徒及び教職員で功績を称えること

で学校生活の充実を図る。

（オ）地域貢献活動を計画的に実施

し、道徳性を養うとともに、より良い

生き方を主体的に選択して行動する力

を育成する。

生徒募集活動・学校広報活動の充実・

工夫

（ア）学科の特色を分かりやすく説明

した学校案内を作成し、２３区内中学

校へ配布する。

（イ）学科の特色とともに学校行事や

部活動の様子を学校ホームページで定

期的に情報発信する。

（ウ）文化祭や地域祭りでの交流を通

して、本校の魅力を発信する。

（エ）積極的な中学校訪問の実施及び

中学校校長会との連携を推進する。



（４）学校生活と健康づくり （５）特別活動 （６）広報活動と地域連携

重点目標
方策及び具体
的な取組

数値目標

頭髪服装指導 年６回以上

ＳＮＳ使用に
ついてのホー
ムルーム指導

年３回以上

基本的生活習
慣の

登校時の校門
指導（皆勤者
の増加）

各クラス５人
以上

確立
粘り強い遅刻
指導

１日当たり３
人以下

教育相談体制
の確立

教育相談委員
会の実施

年３回以上

問題行動未然
防止

外部関係機関
と連携した
セーフティ教
室、薬物乱用
防止教室、交
通安全教室の
実施

問題行動０

生活指導の充
実

〇　規範意識の向上と良好な人間関係構築

〇　安全教育の推進

地域の消防署や警察署と連携を強化した
避難訓練や防災訓練を実施する。

重点目標
方策及び具体
的な取組

数値目標

地域貢献活動
の推進

地域と連携し
た事業を実施
し、地域貢献
を積極的に行
う。

年３回以上

オリンピッ
ク・パラリン
ピックレガ
シー教育

各ボランティ
ア活動へ積極
的に参加さ
せ、自発的な
貢献力を育成
する。

年１回以上

各種競技大
会・コンテス
トへの積極的
参加

各部年２大会
回以上参加申
し込み

文化・スポー
ツ等特別推薦
を実施し、部
活動に意欲あ
る生徒を確保
する。

加入率８０％
以上

生徒対象の熱
中症防止研修
等を実施し、
安全指導の徹
底を図る。

重大事故ゼロ

部活動の活性
化

〇　特別活動・部活動の活性化

重点目標
方策及び具体
的な取組

数値目標

薬物乱用防止
教室

年１回以上

飲酒・喫煙防
止教室

年１回以上

感染症への注
意喚起と情報
発信

時季応じて実
施

食物アレル
ギーに関する
校内研修実施

年間１回以上

感染症予防ガ
イドラインの
校内研修

年間１回以上

健康に関する
理解促進

専門家を招聘
した講演会の
実施

年１回以上

学校保健計画
に基づき、生
徒の心身の関
わる健康づく
りの推進

〇　生涯にわたる心身の健康の保持増進

重点目標
方策及び具体
的な取組

数値目標

在校生による
母校訪問

３年及び１年
生各３０名以
上

ホームページ
からの情報発
信

週１回以上

工業３科を解
説した学校案
内の作成

７月末までに
完成

学校説明会

授業公開

体験入学

少年少女工作
体験教室

わくわくどき
どき工作スタ
ジオ

中学校教職員
や塾教員対象
学校見学会

年１回以上

学校の魅力を
効果的に発信
する広報活動
の推進と生徒
募集対策の充

実

各３回以上

年１回以上

〇 専門高校の魅力を発信する広報活動と
生徒募集対策


